




























































































































































































W 4　’　’ ’掌 腰部最大矢状径XO．8
3＊2 獅S 1互8
㌃ 03 （









夙 X1．03 ヨ 円軽 ピ 怒
後最大腰囲× 1．05 前最 腰囲X1．05
2 6 2






















































































































適合 i 丈方向のゆとり量がやや多い。 6
↑ 、ノ











































































































要　　因 自由度 変　　動 不偏分散 寄与率（％） F　値
被験者（S）
角　　度（A）
動　　作（B）
交互作用（S）×（A）
　　　　（S）×（A）
　　　　（A）×（B）
誤　　差 ΩU
17．4203
14．4797
9．97969
30。3484
13．5984
3．42656
22．3078
1．93559
4．82656
3．32656
1．12402
5．03646
3．80729
2．75405
13．4
12．2
8．2
20．　5
5．5
0．8
39．4
7．0282＊＊
17．5253＊＊
12．0788＊＊
4．0813＊＊
1．8288＊＊
1．3824
合　　計 159 111．561
臆
　　　　　o　　　　　　　AI　A2　A3　A4　　　　　　　－5°　土0°十5°十10°
　　　　　後股上纏の角度　（・・正中磐）
図5．腰部正中角度に対する後股上線の角
　　　度の効果
できる．相関式は腰部正中角度をX，シルエットの角度
をyとして
　　　　　　y＝1．15x十〇．01，r＝：0．93
　　　　　　　　　　　　ただしn＝100，青年女子
　2）　後股上線の角度と体型への適合性
　立位正常姿勢に対する後腰部の適合性を図3に基づき
数量化した結果について，後股上線の角度の違いによる
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　　　　　　　　　2　　　　　　°謡
　　　　　　図6－一　1　　　　　図6－2
　図6－1．動作への適応性に対する角度の効果
　図6－2．各種動作と角度との関係
適合性に差があるか，また腰部正中角度の異なる被験者
間に差が認められるかを判定するため，二元配置の分散
分析を行いその結果を表4に示した．これによると角度
間には1％の有意水準で差が認められ，その寄与率を算
出すると75％に及んだ．一方，腰部正中角度が最大値・
最小値を含む被験老10名の間には適合性の差は認めら
れず，この結果は実験用ズボンが各被験者にかなり同一
条件で被覆されたと判断した．
　図5は有意の差を認めた角度と適合性の関係を図示し
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平面製図法における原型の形態因子（第4報）
たものである．適合性の評点に最も近い角度は（腰部正
中角度／2）＋5°であり，ついで（腰部正中角度／2）±0°で
この間には有意差は認められない．
　間隔尺度5°は被験者が皮膚抵抗を感知する限界とし
設定したが，（腰部正中角度／2）に対する5°は腰部正中
角度に対しては10°の間隔であり，腰部正中角度の分布
範囲をみるとやや大きな間隔尺度の設定であったと考え
られ，官能検査の限界とも思われた．そこで個々の被験
者について調べてみると腰部正中角度が大きい者は（腰
部正中角度／2）±0°に比較的適合性が多く，角度が小さ
い者は（腰部正中角度／2）±5°がよい傾向を示した．し
たがって，実験結果からは体型に適合する後股上線の角
度は（腰部正中角度／2）＋0～5°の範囲であるが，個々
の結果を調べ総合判断すると（腰部正中角度／2）＋3°が
適切と思われる．
　この結果を計測した腰部正中角度に適用すれば，青年
女子の後股ぐり線の角度の適合範囲は6．0～16．5°であ
りその平均値は11．0°で，中年女子は6．0～13．5°，平
均値9．3°，老年女子は3．0～12。5°，平均値8．0°とな
る．
　3）　動作への適応性と角度の効果
　後股上線の角度の設定と動作への適応について被験老
間，角度の種類別，各種動作別にどのように影響を及ぼ
しているかを判定するため，三元配置の分散分析を行っ
た．結果は表5に示した．これによるといずれの要因も
動作の適応性に対し1％の危険率で有意であった．また
「被験者と角度」と「被験者と動作」とはいずれも交互
作用が認められ，被験者の動作への適応性についての評
価に個人差があったことがわかる．これに対し交互作用
が認められないのは，「角度と動作」の要因であり被験
者が同じ傾向の評価を与えたものと考えられる．この結
果をグラフ化したのが図6である．図6－1は動作への適
応性に対する角度の効果である．最も得点の高い角度は
（腰部正中角度／2）＋5°で，ついで（腰部正中角度／2）±
0°であり，この間に有意差は認められない．この結果
は体型への適合した角度と一致した．（腰部正中角度／2）
一一T°が最も得点の低い原因は，腰部の傾斜に沿わず体
表から浮いた股上寸法が，動作に対し有効に追随しない
結果と考えられる．図6－2は図6－1の角度の得点数を得
るに至った動作別得点数であり，A2，　A3はいずれの
動作もしやすく得点が高いのにくらべ，Alはいずれも
低い得点である．角度が最も大きいA4が示した得点分
布を考えると，大股歩行（B　1）や右股関節・膝関節90°
屈曲（B3）はA1と同じように低い得点であり，これら
の動作に対して角度を大きくしても効果は得られない・
これにくらべ最大前屈（B2）や正椅座位（B4）はA1
と異なって，A2・A3についで高い得点である・これ
は前屈には有効な角度であることをうかがわせ，体表に
適合していない股上寸法が動作に対しA2・A3のよう
に追随しにくいが，布目はバイヤス方向となり変形しや
すいことが考えられた．本実験は股上寸法が一定（股上
前後長＋3％）である原型の，4種の傾斜角度（AI～
A4）を検討しているが，原型を用いて前屈や正椅座位
の動作のしやすいパターンを作るには，後股上線の角度
を大きくし同時に股上寸法を増加させることである．し
かしこれでは股上寸法が多くなり立位正常姿勢では適合
性が劣る結果となろう．
　皮膚抵抗部位については最も抵抗を示したのは前大腿
部であり，ついで後腰部，後大腿部となり，股ぐり線部
位はいずれの動作においてもほとんど皮膚抵抗を示さな
かった．この官能検査結果については構成学的実験条件
が整備されたことから，今後ズボンの動作抵抗性の定量
化を試み客観的データと照合して妥当性を検証したい．
　3－2），3－3）の着用実験の結果，体型に適合し動作に適
応する最適角度は一致した．したがって原型の場合，く
り幅および股上寸法が体型に適合しているならぽ，後股
上線の角度は（腰部正中角度／2）＋3°が後腰部に適合し，
またこの角度が各種動作に対し最も適応することを確認
した．
　4．要　　約
　ズボソ原型の股ぐり線の適合性について後股上線の角
度に要因をしぼり，実験的検討を行った．
　1）　後股上線の適合性に対する有効な形態因子とみな
した腰部正中角度（仮称）の測定は，青年女子100名，
中年女子50名，老年女子50名（50名中プラス角度老
38名）について行った．青年女子の角度は平均値16．0°
で中・老年のそれにくらべ1％の有意水準で差があり，
最大値28，0°，最小値6．0°で個体差が大きい．中年女
子・老年女子の平均値はおのおの12．5°，10．　0°である．
　2）　ズボン原型の股上線の角度は，くり幅および股上
寸法が体型に対し適合しているならぽ，（腰部正中角度／
2）＋3°が後腰部に適合し，さらに各種動作に対しても
適応することがわかった．この結果を計測した腰部正中
角度に適用すれぽ青年女子の後股上線の角度の適合範囲
は6．0～16．・5°であり平均値は11．0°である．
　3）　中・老年女子のズボン原型の股上線の角度は，青
年女子の実験結果から結論づけられた（腰部正中角度／
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2）＋3°を適用すると，中年女子は6．0～13．5°であり，
平均値は9．3°，老年女子は3．0～12．5°，平均値は8．・0°
となるが，これについては着用実験により今後確かめた
い．
　終わりに，終始ご助力をいただいた県立新潟女子短期
大学実習助手長井久美子氏ならびに実験にご参加くださ
った学生および被験者の皆様に深く感謝申し上げる・
　なお，本報の概要は昭和62年度日本家政学会第39回
大会で発表した．
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